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JDIAP 次期会長　小田義直

2020 年 12 月 5 日午後 3 時から（IAP Congress（virtual）

が開催されている Glasgow 現地時間午前 6 時）開始された

Council meeting（zoom によるオンライン開催）において

2026 年 IAP Congress の開催地が正式に福岡に決定しました。

日本からは長村先生、松原先生、吉野先生、都築先生、清川

先生、小田がこの会議に参加しました（写真）。2026 年の開

催地として立候補してくる可能性があったフランス・リヨン

は締切までに書類提出が間に合わず、候補地として正式に認

められていたのは福岡だけで、オンラインで信任投票の形式

となりました。信任投票の前に小田、清川先生、JNTO の野

村さん、福岡コンベンションビューローの合野さんの力作で

ある 15 分間のビデオ（下記 URL）が参加者全員の画面に流

されました。福岡市が作成したテンポの良い約 2 分間のビデ

オも盛り込まれており、これを見たら誰でも福岡に一度は行

きたくなるような内容です。別の種類の福岡市の動画も下記

URL に紹介しておきます。ビデオ終了後に IAP 事務局長の

Ray McMahon 先生、現会長である Dietmar Schmidt 先生は

以前に福岡に来てもらっていましたので、「小田に案内して

もらった福岡は良いところで学会場もしっかりしている」と

の援護射撃のコメントを頂きました。松原先生は「3 度目の

立候補なのでそろそろ通して下さいな」的なお願いコメント

を、小田も似たようなコメントをしました。結果的に信任投

票では Approve 96％、Not 3％、Abstain 1％と圧倒的多数で

（当たり前ですが）福岡が承認されました。承認後、何かコ

メントを求められましたので「承認いただき有難うございま

す。JDIAP メンバー全員で 2026 年 Fukuoka Congress の成

功に向けて努力します」という内容の発言をしました。Zoom

で し た の で チ ャ ッ ト 欄 に は 多 数 の 参 加 者 か ら

“Congratulations! Fukuoka”の文字で溢れかえっていました。

思い起こせば 2016 年のケルンでは 2022 年開催地に立候補し

てオーストラリア・シドニーに惨敗、2018 年の死海では

2024 年開催地に立候補してメキシコ・カンクンに惜敗し、敗

けを繰り返すうちに JDIAP 執行部およびプレゼンメンバー

の結束力は高まり、今回はオンラインによるプレゼンとなり

ましたが結束力は最高レベルだったと思います。過去の敗れ

た 2 回のプレゼンでは JDIAP 執行部メンバーで日本のお土

産を携えて会場で各国からの参加者に配ったのもなつかしい

思い出となっています。

2026 年はまだまだ先のことでポストコロナ時代の学会のあ

り方もどうなっているのかわかりませんが、世界の病理医の

先生方にとって是非参加したいと思わせるような学会を目指

して今からじっくりと準備を進めていこうと思います。皆様

におかれましては海外のお知り合いの病理医の先生方に 2026 

Fukuoka IAP Congress に是非参加して下さいと今のうちか

ら宣伝していただけますと幸いです。

2026 Fukuoka IAP Congress 誘致用ビデオの URL

https://www.dropbox.com/s/80xpoc1pl3ub4b0/JDIAP_Bid_

Fukuoka_Video%20Presentation_1013_630MB.mp4?dl=0

2026 IAP Fukuoka Congress 
正式決定！

2026 IAP Fukuoka Congress 正式決定

ZoomによるCouncil Meetingの画面。チャット欄には、“Congratulations”の文字が並んでいます。
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福岡市の動画別バージョン（youtube）

2 分間：https://www.youtube.com/watch?v=LCg-

dc5u8m4&amp%3Bfeature=youtu.be

5 分間：https://www.youtube.com/watch?v=CLxntu0QIFA

XXXVI International Congress of the International 

Academy of Pathology

国際病理アカデミー IAP 理事長

長村義之

IAP 日本支部の皆様　新年あけましておめでとうございま

す。世界中で COVID-19 が治まりを見せない状況ですが、皆

様におかれましてはご健勝にて新年をお迎えと存じます。

第 33 回 IAP 国 際 学 会 は、 延 期 さ れ た に も 関 わ ら ず

COVID-19 パンデミックが静まらずに 12 月 6 日から 8 日まで

Web 開催となりました。開会前日に開催された International 

Council Meeting において、圧倒的な賛成多数で 2026 年の第

36 回 IAP Congress が福岡で開催されることが決定されまし

た。3 度目の挑戦ということで、万全の体制で臨まれましたが、

開催が決定し心より嬉しく思います。誠におめでとうござい

ます。小田義直会長、清川貴子副会長の下で、着々と準備が

進められてゆくものと期待しています。

また、IAP として本年は、11 月 3 日から 6 日まで、岡山に

て 吉 野 正 会 長 の 元、 第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）

Congress が開催されます。近隣諸国の IAP 会員の方々から

も開催が大いに期待されており、COVID-19 の状況が改善さ

れ、現地開催されるよう心より祈念しています。

このように 2 つの IAP 国際コングレスが日本で開催される

こと、理事長を拝命した私としても、大変うれしくまた誇り

に思っております。大盛会を祈念しています。

第 33 回 IAP コングレスの最終日で

の 閉 会 式 で、Dr.Dietmar Schmidt か

ら私に Presidential Pin（＊）と Gavel（木

槌）の伝達がなされ、私が President（理

事長）に就任しました。この世界中の

コロナ禍の中で、我々の海外渡航は著

しく制限され、face to face で会うこ

とは難しい状態です。このような状況下で IAP の本来の任務

である（1）病理学の教育および研究の推進、（2）発展途上

国（地域）への教育支援などを遂行してゆくことが求められ

ています。幸いにも病理画像のデジタル化が進み、Web 会議

（Zoom など）も充実して、我々は遠隔でも活動が可能である

ことを体験してきています。IAP 日本支部の会員の方々には、

いろいろとご支援を頂きながら任務を全うしたく存じます。

どうぞ宜しくお願いいたします。

新 年 に 向 け て 世 界 中 の IAP Inetrnational Council に

Season’s Greetings を下記のように出しました。少しでもお

互いのネットワークが形成されるよう願っています。

Dear Colleagues and friends,

I hope you all are staying healthy and doing well in spite of 

COVID-19 pandemic. Tokyo where I live is also suffering 

many PCR-positive new cases everyday..

Let me take this opportunity to convey to you my sincere 

wish for a Happy, Healthy, Peaceful and Prosperous New 

Year 2021.

Even though we all know it is a difficult time all over the 

world because of pandemic, I do hope we share our strong 

wish for our IAP to accomplish further and future goal of 

our task.

Let’s get communicated individually, locally, regionally and 

centrally! And let’s hope the international restrictions will 

be lifted as soon as possible and we can meet in person 

again. I am looking forward to working with you all for 

2021.

Please stay safe and healthy

Best wishes and take care

Bob

Robert Y. Osamura MD

President, International Academy of Pathology（IAP）

岡山大学　病理学　教授（JDIAP 会長）吉野　正

明けましておめでとうございます。平素から日本支部の活

動に種々ご協力賜り、まことにありがとうございます。いよ

いよアジア太平洋 IAP（APIAP）の実施年となりました。す

でにお知らせしたとおり、本年 11 月 3 日～ 6 日岡山コンベ

ンションセンターにおいて同会を開催予定しており、関係者

と協議等行っています。最大の問題は言うまでもなく、新型

第 36 回 IAP Congress 2026 年 
福岡開催決定　ご祝辞

＊Presidential Pin

第 12 回アジア太平洋 IAP 学会 
（2021 年）について
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コロナ（COVID19）で、新年早々首都圏では緊急事態宣言が

発出予定となっています。私共としては、すでに欧米で開始

されているワクチンの有効性に大きく期待するところですが、

その状態を確実に予想することは現在のところ困難です。

以下、現地開催する場合の予定です。APIAP のほうは、

副会長を清川理事にお勤めいただきます。COVID19 の勢い

が収まらない場合には Web 開催を考えています。現在、都

築先生を長とする international organizing committee と小田

先生を長とする educational committee を立ちあげようとし

ております。同時期に開催予定の病理学会秋季特別総会、

JDIAP の教育セミナーは 11 月 4 日から 6 日に開催いたしま

す。最初の二日に秋季総会、6 日に JDIAP の教育セミナーと

いう予定です。前者については二日間のシンポジウムをフル

に使って WHO 分類の現況と課題として大半の臓器系をカ

バーできると思っています。最悪の場合は Web 開催となり

ます。両者とも“出席点”が相当得られる構成にしたいと思っ

ております。

APIAP では 10 程度のセッションを想定していますが、状

態に応じてフルに行う、サイズダウンして行う、中止にする、

の 3 つの選択枝を持つ必要があります。このような観点から、

APIAP のセッションの座長の日本側は JDIAP の役員の方を

主体とし、すでに各先生方から内諾をいただき、アジアを中

心にもう一方の座長と主な演者の選定を進めているところで

す。以上、準備のほうは粛々を進めていますが、会の形態を

どのようにするかは、大雑把にはオリンピック東京大会の様

子をみて判断することになるかと思います。今回の APIAP

の目玉として、都築常任幹事のご尽力により、WHO 分類（Ian 

Cree）、AJCC（Mary Kay Washigton）、ICCR reporting 

system（John R Srigley）を招聘することを試みており良好

な回答をいただいています。彼らが来日されない（できない）

場合には、できればビデオ参加していただき、それを公開で

きればと念願しています。これは、世界的に病理報告書を統

一したものとしようという動きについての紹介で、病理医と

してはきわめて重要なことだと思います。現在の感染者数の

推移をみると、悩みが尽きないのですが、開催できれば

JDIAP の国際性と教育ということを体現する会にいたします

ので、多数のご参集をお願いいたします。

IAP 日本支部教育委員長　清川貴子

2020 年 IAP 日本支部病理学教育セミナー（病理診断講習

会およびスライドセミナー）は、新しい試みのもとに開催さ

2020 年 IAP 日本支部 
病理学教育セミナーの報告
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れました。最大の変更点は、全プログラムを WEB 配信の形

式で開催したことです。視聴期間は 2020 年 11 月 14 日から

23 日の 10 日間、スライドセミナー受講者用のバーチャルス

ライド閲覧は 2020 年 11 月 1 日から 12 月 31 日までとしました。

第 2 に、従来 2 コースしか受講できなかったスライドセミナー

を、3 コースまで受講できるようにしました。ただし、資格

更新単位の付与は例年と同様、病理診断講習会が合計 2 単位、

スライドセミナーは各コースが 2 単位で、最大 4 単位まで（2

コース受講した場合、3 コース目は資格更新単位の付与なし）

です。第 3 に、新規のコースのハンドアウトをデジタル版に

して、受講者がダウンロードする形式にしました（病理診断

講習会および下記＊の新規スライドセミナー）。ハンドアウ

トは 2022 年秋までにデジタル版に完全移行する予定です。

第 4 に、受講料を申込時のクレジットカード決済としました。

これまでは、申し込み後の銀行口座振り込み方式にしていま

したが、期日までに振り込まれない事例が少なからずありま

した。第 5 に、受講者の質問は e-mail で講師に送り、講師に

それらについての Q&A 集の作成を依頼しました。尚、Q&A

集は、2020 年 12 月 28 日に受講者に e-mail で送付済みです。

第 6 に、受講後のアンケートをデジタル化しました。これは

教育委員会の近藤哲夫委員の力によるものです。今回の受講

者は、病理診断講習会 468 名（2019 年の受講者は 403 名）、

スライドセミナー　のべ 1103 名（2019 年は 760 名）と前年

に比して大幅に増加しました。このうち、スライドセミナー

を 3 コース受講したのは 200 名です。

IAP 日本支部では、毎年第 1 回理事会でその年の病理学教

育セミナーの内容を討議しています。2020 年 1 月 17 日の理

事会でも、例年通り行われるという前提のもと論議・決定さ

れました。しかし、その後、新型コロナウィルス感染拡大に

よって 5 月の「ふぁんだめんたる講習会」を中止せざるを得

ない状況となり、執行部および理事の間に、IAP 日本支部の

最大の事業である病理学教育セミナーを通常の方式で開催で

きるのかという懸念が広がりました。そこで、教育委員会が

中心となり WEB 開催実現の可能性を模索し、執行部による

数回のメイル会議を経て、6 月下旬の臨時理事会で WEB 開

催に変更することが決定されました。

初めての WEB 開催の準備は慣れないことばかりで戸惑い

の連続であり、いくつかのトラブルも起こりましたが、WEB

学会事務局として依頼した（株）MA コンベンションコンサ

ルティングの迅速かつきめ細かい対応、東京事務局の協力、

執行部のアドバイス、さらに多くの方々の協力によって何と

か開催に漕ぎ着けることができました。一方、事前録音する

今回の方式は、講師への負担が予想以上に大きいことも痛感

しました。それにもかかわらず全面的にご協力いただいた講

師の先生方、準備の段階からご尽力・ご協力いただいた皆様

方に、この場を借りて心から御礼を申し上げます。

内容
１．病理診断講習会

テーマ：「乳腺の病理　最近の話題」

【緒言】

「乳癌組織分類の要点」

　森谷卓也（川崎医科大学病理学）

【教育講演 1】

「乳腺疾患鑑別の要点：免疫組織化学を含めて」

　小塚祐司（三重大学付属病院病理診断科）

【教育講演 2】

「乳癌の多様性：治療をふまえた分子生物学的アプローチ」

　鹿股直樹（聖路加国際病院病理診断科）

２．スライドセミナー
食道胃接合部・胃・十二指腸の病理＊

　河内　洋（がん研究会有明病院臨床病理センター病理部）

乳腺の病理＊

　森谷鈴子（滋賀医科大学附属病院病理部）

肝の病理＊（非腫瘍および腫瘍）

　原田憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系人体病理）

膵の病理＊（非腫瘍および腫瘍）

　能登原憲司（倉敷中央病院病理診断科）

� （以上、＊印は新規コース）

子宮腫瘍

　三上芳喜（熊本大学医学部附属病院病理診断科）

腎腫瘍

　黒田直人（神戸協同病院）

皮膚の腫瘍性疾患

　新井栄一（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

骨髄病理の基礎と診断

　伊藤雅文（名古屋第一赤十字病院病理部）

第 3回理事会
日　時：�2020 年 11 月 5 日（木）12：00 ～ 13：00、Web 会議

出席者：�岩下、長村、小田、加藤、清川、九嶋、都築、長尾、

長嶋、中谷、中村、羽賀、久岡、松原、森谷、吉野、

大谷（事務局）、鈴木（事務局）

第 60 回総会
オンサイトでは行わず、マイページにて議決権行使または委

任状提出していただく形式とした。

開催期間：2020 年 11 月 12 日（木）～ 11 月 19 日（木）

議決権行使者：149 名、委任状提出者：212 名

2020 年第 3 回理事会・第 60 回総会
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報告事項
1．庶務報告

  　�会員関係（10 月 12 日現在）…会員数 1,065 名、会費納入

者 805 名（納入率 約 78％）

2．2020 年学会報告

  　・�第 109 回 USCAP Annual Meeting（2/29 － 3/5、Los 

Angeles、USA）にて 3/3 に Japan Night が開催された

ことを報告

  　・�第 109 回日本病理学会総会での Asian Forum ／コンパ

ニオンミーティング…中止報告

  　・�第 4 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会…Day-1 中

止、Day-2 別形式開催したことを報告

  　・第 8 回日台合同スライドカンファレンス…中止報告

  　・国際ポスターセッション…中止報告

  　・�日台交流事業　Senior（春）、Junior（秋）の招聘…中

止報告

  　・�第 60 回病理学教育セミナー…浜松での現地開催を中止

し、Web 開催に変更

3．今後の開催予定国際会議・学術集会

  　・�第 33 回 IAP Int’l Congress、Glasgow（2020/12/5 － 9）

…Web 開催予定

  　・�第 110 回 USCAP Annual Meeting（2021/3/13 － 18）

…Web 開催予定

  　・�第 5 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会（2021 年

5 月予定）…Web オンデマンド開催を検討

  　・�第 12 回 APIAP Congress（2021/11/3 － 6　岡山コン

ベンションセンター）

  　・�第 61 回病理学教育セミナー（2021/11/6　岡山コンベ

ンションセンター）

  　・�第 17 回日韓合同スライドカンファレンス（2021 年

APIAP にて）

4．�2020 年会報 News Bulletin が順調に発行されている旨を

報告

5．�2020 年配信 NEWSLETTER が順調に配信されている旨

を報告

6．2020 年病理診断学術奨励賞選考…受賞者 2 名を報告

7．�2026 年 IAP Int’l Congress 福岡開催誘致…順調に誘致活

動が進んでいるとする進捗状況を報告

8．副会長 Vice President の設置について…

  　1）�国際病理アカデミー日本支部に副会長 Vice President

を暫定的に設置する

  　2）�副会長 Vice President に清川貴子先生を指名、承認す

る

9．その他…（株）アイペックとの業務委託契約締結を報告

審議事項
1．次年度の理事の改選…新理事 2 名が承認された

2．�会計に関すること…2019 年決算報告および 2021 年予算案

が承認された

3．�会員に関すること…シニア（終身）会員申請者が承認さ

れた

4．今後の事業計画

  　・�第 12 回 APIAP Congress（2021/11/3 － 6　岡山コン

ベンションセンター）…準備状況の報告

  　・�第 61 回病理学教育セミナー（2021/11/6　岡山コンベ

ンションセンター）…準備状況の報告

  　・�第 17 回日韓合同スライドカンファレンス（2021 年

APIAP にて）…準備状況の報告

  　・�JDIAP 60 周年記念事業…News Bulletin で 60 周年記念

特集号を発行する。可能であれば APIAP 岡山にて簡単

な式典またはパーティーを計画

  　・日台交流事業…Senior 交流を審議し、中止を決定

  　・�国際ポスターセッション（IPS）…第 2 回理事会で承認

された招聘国の新たな選定方法は 2021 年から適用とす

る。招聘費用について病理学会との負担割合を審議す

ることとした

山梨大学　人体病理学　近藤哲夫

この度 IAP 日本支部理事を拝命いた

しました。病理医を目指して以来、教

育セミナー、スライドセミナーで病理

診断を学んできましたが、日台・日韓

ス ラ イ ド カ ン フ ァ レ ン ス、USCAP 

Japan Night など国際交流活動にも参加し、国内外の多くの

先生方と交流できたことも今ある私を形作ってまいりました。

現在、病理医に求められる知識と技術は広範囲かつ膨大とな

り、1 人の力で全てに対応することは困難になりつつありま

す。新型コロナの終息が見えない状況ではありますが、病理

医にとって人のつながり、地域のつながり、国のつながりは

より一層重要になるものと考えています。IAP 日本支部をさ

らに活性化させ、会員の皆様に有意義な活動が提供できるよ

う尽力させていただく所存です。ご指導ご鞭撻を賜りますよ

う心よりお願い申し上げます。

新理事の抱負
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金沢大学人体病理　原田憲一

この度、理事として務めさせていた

だくことになり、大変光栄に存じます。

新たなスタートを切る身ではございま

すが、まずは森谷卓也委員長のもと編

集委員会の委員としてブレチン作成等

を担当させていただき、魅力的な内容になるよう努めたいと

思います。また、支部活動および各支部との連携を強化しつ

つ、若手病理医の人材を育成し、IAP の更なる活性化に尽力

したいと思いますので、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお

願い申し上げます。

IAP 日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　長尾俊孝

IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞は、当該前年中に優れ

た診断病理分野の英文論文を発表した若手病理医に贈られる

大変栄誉ある賞です。本年は 6 名の応募があり、選考委員会

による厳正な審査の結果、下記の 2 名が受賞されました。誠

におめでとうございます。なお、受賞者の表彰は、病理学教

育セミナーが全面的に Web 形式になったことに伴い、賞状

と副賞（トロフィー）の発送をもって代えさせて頂きました。

【高松　学　先生】

所属：公益財団法人がん研究会がん研究所病理部

論文：�Immunohistochemical evaluation of tumor budding 

for stratifying T1 colorectal cancer：optimal cut-off 

value and a novel computer-assisted semiautomatic 

method. Modern Pathology 32：675-683, 2019.

【田中麻理子　先生】

所属：東京大学医学部附属病院病理部

論文：�Tumor budding in intrahepatic cholangiocarcinoma：

a predictor of postsurgery outcomes. American 

Journal of Surgical Pathology 43：1180-1190, 2019.

日時：2021 年 3 月 13 － 18 日

場所：オンライン開催

詳細：https://www.uscap.org/uscap-annual-meeting/

日時：2021 年 11 月 3 － 6 日

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

大会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

公式ホームページ：https://kwcs.jp/APIAP2021/

（p3 − 4 の記事もご覧ください）

日時：2022 年 10 月 14 － 19 日

場所：Sydney, Australia

2020 年 IAP 日本支部・ 
病理診断学術奨励賞

Upcoming meeting

2021 年 USCAP Annual Meeting（UNITED STATES 
& CANADIAN ACADEMY OF PATHOLOGY）

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）Congress

第 34 回 IAP Congress（XXX Ⅳ International 
Congress of the International Academy of Pathology）
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 ・2021 年（令和 3 年）の会費請求書を郵送しました。

－�名誉会員、シニア会員の方は会費免除のため請求はあり

ません。

－�専門医資格を取得されたジュニア会員は、2021 年より一

般会員へ移行していただきます。お手元に届く会費請求

書をお確かめのうえご納入ください。

 ・�登録内容が変更になった方は、マイページにて登録変更手

続きをお願いします。マイページの ID、PW が不明な方、

Email アドレスが未登録の方は東京事務局までご連絡くだ

さい。

東京事務局

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

名古屋事務局

TEL：090-5876-9014

Email：nagoya.office@iapjapan.org

IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1．�病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引…	  

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2．�スライドセミナーの会員割引…	 

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円…	  

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合…	  

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円…	  

= 計 32,000 円…	  

非会員　受講料＝ 38,000 円…	  

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3．�USCAP Journal を会員価格で定期購読…	  

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-…	  

1 冊の年間購読料 約 $99 ～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin

5．�国際学会の情報取得…	 

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日韓合同スライドカン	  

ファランス / 日台合同スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員 ジュニア会員 非会員
入会金   1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費   6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会   5,000 円 無料 3,000 円   8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上で会員歴 20 年以上の現会員

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

�特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します

*�申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式

をダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してく

ださい

現在、賛助会員として下記の 8 社にお世話になっておりま

す。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを紹介

させていただいております。ご協力に大変感謝致します。会

員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　フィリップス ジャパン

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　長嶋洋治

事務局よりお知らせ

IAP 日本支部会員になろう！

JDIAP 賛助会員


